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回
答
完
了

■
国
勢
調
査
が
、
進
化
し
ま
し
た
！　

　

今
回
の
国
勢
調
査
は
、
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
回
答
で
き

る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
が
初
め
て
全
国
で
行

わ
れ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
つ
な
が
る

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
24

時
間
い
つ
で
も
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
紙
の
調
査

票
で
回
答
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
調
査
の
回
答
方
法　

①
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査

　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
）

　

紙
の
調
査
票
の
配
布
・
回
収
に
先
行
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
10
日
頃
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
回

答
に
必
要
な
資
料
を
配
布
す
る
た
め
に
調
査

員
が
訪
問
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち

の
方
は
、
ぜ
ひ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。
24
時
間
い
つ
で
も
回
答
が
で

き
、
仕
事
で
帰
宅
の
遅
い
方
、
お
忙
し
い
方
、

日
中
不
在
が
ち
の
世
帯
、
ア
パ
ー
ト
の
居
住

者
の
方
な
ど
、
調
査
員
と
面
会
す
る
の
が
難

し
い
方
も
容
易
に
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
調
査
票
に
よ
る
回
答

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
を
い
た
だ
け
な

か
っ
た
世
帯
に
は
、
従
来
通
り
９
月
26
日
頃

か
ら
紙
の
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

　
「
郵
送
」
ま
た
は
「
調
査
員
へ
の
手
渡
し
」

の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
10
月
７
日
頃
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紙
の
調
査
票
の
提
出
に
は
、
封
筒
に
封
入

し
て
提
出
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
封
入
し

て
調
査
票
を
提
出
し
た
場
合
は
、
調
査
員
が

調
査
票
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。　

■
調
査
の
項
目　

　

国
勢
調
査
は
、
全
部
で
17
項
目
の
簡
単
な

調
査
で
す
。

○
世
帯
に
関
す
る
事
項

・
世
帯
員
の
人
数

・
住
居
の
種
類

・
住
宅
の
建
て
方

　
　
　

な
ど
４
項
目

○
世
帯
員
に
関
す
る
事
項

・
男
女
の
別

・
出
生
の
年
月

・
配
偶
者
関
係

・
就
業
状
態

・
従
業
地
ま
た
は
通
学
地

　
　
　

な
ど
13
項
目

■
調
査
結
果
の
公
表

　

平
成
28
年
２
月
に
「
人
口
速
報
集
計
」
を

公
表
し
、
平
成
28
年
10
月
ま
で
に
年
齢
別
人

口
、
世
帯
の
状
況
な
ど
の
調
査
結
果
を
公
表

す
る
予
定
で
す
。
調
査
結
果
は
、
総
務
省

統
計
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼�

調
査
員
は
顔
写
真
付
き
の
「
調
査
員
証
」

や
国
勢
調
査
の
腕
章
を
身
に
つ
け
て
い
ま

す
。

▼�

国
勢
調
査
を
装
っ
た
不
審
な
訪
問
者
や
、

不
審
な
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
不
審
に
思
っ
た
時
は
、
回

答
し
な
い
で
下
記
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

▼�

国
勢
調
査
で
は
、
金
品
を
要
求
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
銀
行
の
暗
証
番

号
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
な
ど
を
お

聞
き
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係

☎
０
２
８
７
（
９
２
）
１
１
１
４

国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
（
０
７
）
２
０
１
５

国
勢
調
査
を
よ
そ
お
っ
た
「
か
た
り
調
査
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
調
査
結
果
の
利
用

　

国
勢
調
査
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
人
口

は
、
我
が
国
の
人
口
の
基
本
と
な
る
法
定
人

口
と
し
て
、
選
挙
区
の
区
割
り
や
地
方
交
付

税
の
算
定
の
基
準
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
男
女
・
年
齢
別
人
口
、
昼
間
人
口
、

高
齢
者
の
い
る
世
帯
な
ど
の
統
計
は
、
国
・

県
・
町
の
社
会
福
祉
、
雇
用
政
策
、
環
境
整

備
計
画
、
防
災
対
策
の
行
政
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。

■
回
答
の
義
務

　

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
で
正
確
な
統
計
を

作
成
す
る
た
め
、
調
査
項
目
に
回
答
す
る
義

務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
個
人
情
報
は
厳
格
に
保
護
さ
れ
ま
す　

　

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
厳
格
な

秘
密
保
護
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
回
答
さ

れ
た
内
容
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
勢
調

査
の
調
査
員
に
は
統
計
法
に
よ
る
守
秘
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
に
お
け
る
通
信

は
、す
べ
て
暗
号
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

不
正
な
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
監
視
を
24
時
間
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
回
答
デ
ー
タ
は
厳
重
に

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

国勢調査員とは

国勢調査員が着用している腕章（見本）

国勢調査員が持ち歩く
手さげ袋（見本）

国勢調査員は
右のような
国勢調査員証
を身につけて
います。（見本）

国勢調査員証をさげている青色のひものデザイン（見本）

もれなく・重複なく調査を行うために、訪問時に代表者の
氏名と世帯の男女の人数をおたずねします。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
用
Ｉ
Ｄ
等
を
調
査
員
が
各
世
帯
に
配
布

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
が
な
い
世
帯

の
み
、
調
査
員
が
紙
の
調
査
票
を
配
布

郵
送
ま
た
は
、
調
査
員
に
提
出

②
９
月
10
日
～
20
日

③
９
月
26
日
頃
か
ら
30
日

④
10
月
１
日
～
７
日

①
９
月
上
旬

ス
マ
ー
ト
国
勢
調
査
！

　

平
成
27
年
10
月
１
日
現
在
で
、
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
と
世
帯
を
対
象
と
し
て

平
成
27
年
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
統
計
法
に
基
づ

き
５
年
ご
と
に
実
施
す
る
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　

日
本
の
今
を
知
り
、
よ
り
よ
い
未
来
を
つ
く
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
人
と
世
帯
を
も
れ

な
く
重
複
な
く
調
査
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
な
た
の
回
答
が
、
日
本
の
未
来
を
つ
く
り
ま
す
。

全
国
一
斉
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

国
勢
調
査
の
流
れ

　

調
査
は
、
調
査
票
の
配
布
に
先
行
し
て
国

勢
調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
、「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
利
用
案
内
」
を
配
布
し
た

後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
な
か
っ
た
世

帯
に
の
み
調
査
票
を
配
布
す
る
方
法
で
行
わ

れ
ま
す
。
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那珂川町合併10周年記念式典のお知らせ

シンガーソングライター　工藤慎太郎

　

町
で
は
、
創
意
と
工
夫
に
よ
る
住
民
本
位

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
団
体
の
提
案
に
対

し
て
、
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
団
体

　

活
動
の
成
果
が
期
待
で
き
、
次
の
要
件
を

満
た
す
団
体
と
し
ま
す
。

⑴�

町
内
に
活
動
拠
点
（
事
務
所
）
が
あ
る

団
体

⑵�

主
に
町
内
の
在
住
（
勤
）
者
８
名
以
上

で
構
成
す
る
団
体

⑶�

会
則
等
が
あ
り
、
会
計
処
理
が
適
切
に

さ
れ
て
い
る
団
体

⑷
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

■
対
象
事
業

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
公
益
的
な
事

業
と
し
ま
す
。

⑴�

全
町
的
な
活
動
で
、
住
民
の
福
祉
向
上

が
見
込
ま
れ
る
事
業
（
１
号
事
業
）

⑵�

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
で
、
地
域
の
住

民
の
福
祉
向
上
が
見
込
ま
れ
る
事
業

（
２
号
事
業
）

⑶�

特
定
の
目
的
を
持
っ
た
活
動
で
、
住
民

の
福
祉
向
上
が
見
込
ま
れ
る
事
業
（
３

号
事
業
）

■
補
助
期
間

　

団
体
が
育
成
し
自
立
す
る
こ
と
を
前
提
に

３
ヵ
年
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
１
号
事
業
に

平
成
28
年
度

『
提
案
型
補
助
金
』

み
な
さ
ん
か
ら
の
提
案
を
募
集
し
ま
す

あ
っ
て
は
５
ヵ
年
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
補
助
金
額

◎�

１
号
事
業
は
、
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の

１
以
内
（
限
度
額
50
万
円
）

◎�

２
、３
号
事
業
は
、
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
の
額
ま
た
は
会
費
額
を
比
較
し
て

低
い
ほ
う
の
額
以
内
（
限
度
額
30
万
円
）

※�

交
際
費
、
慶
弔
費
、
飲
食
費
、
懇
親
会
費

等
、
事
業
に
関
係
の
な
い
経
費
は
補
助
対

象
外
と
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

９
月
25
日
（
金
）
ま
で

■
提
案
の
方
法

　

①�

活
動
提
案
書
（
様
式
第
１
号
）、

　

②
全
体
計
画
書
（
様
式
第
２
号
）、

　

③
会
則
等

の
３
点
を
、
提
案
内
容
を
所
管
す
る
課
又
は

室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
①
、
②
は
企
画

財
政
課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

http://w
w
w
.tow
n.tochigi-nakagaw

a.
lg.jp/

■
提
案
の
審
査
方
法

　

補
助
金
負
担
金
等
審
議
会
で
審
査
し
、
採

択
の
可
否
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

☎
０
２
８
７
（
９
２
）
１
１
１
４

　

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
る
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
に
、
今
年
度
も
臨
時
福

祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者　

　

平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
方
が
対
象
で
す
。
た
だ
し
、
課
税
さ

れ
て
い
る
方
の
扶
養
に
入
っ
て
い
る
場
合
や

生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る
場
合
な
ど
は
除

き
ま
す
。

※�

平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
那
珂
川
町
に

住
民
票
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

支
給
額　

　

一
人
に
つ
き
６
０
０
０
円

申
請
書　

　

９
月
下
旬
に
給
付
対
象
候
補
者
へ
郵
送
し

ま
す
。
必
要
な
書
類
は
、
申
請
書
と
併
せ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
請
期
間　

平
成
27
年
10
月
５
日
か
ら

平
成
28
年
１
月
８
日
ま
で

（
土
日
・
祝
日
・
夜
間
は
除
く
）

支
給
方
法　

　

基
本
的
に
口
座
振
替
で
の
支
払
い
で
す

が
、
口
座
が
な
い
方
は
窓
口
払
い
も
で
き
ま

す
。
概
ね
月
に
１
回
の
支
払
で
、
振
込
予
定

日
は
決
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

※�

右
記
日
程
以
外
は
、
健
康
福
祉
課
、
総
合　

窓
口
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ��

健
康
福
祉
課�

☎
０
２
８
７
（
９
２
）
１
１
１
９

ご
注
意

　

申
請
に
よ
り
審
査
・
判
定
を
し
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
か
ど
う
か
の
電
話
等
で
の
問
い
合

わ
せ
に
は
、
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
場
所　

小
川
公
民
館

申
請
日
程

21
日

19
日

16
日

15
日

14
日

13
日

９
日

８
日

７
日

６
日

10
月
５
日

月　

日

全
地
区
対
象

大
那
地
、大
山
田
下
郷

富
山
、盛
泉

小
口
、北
向
田

健
武

田
町
１
、田
町
２

新
町

小
川
12
区
、13
区

小
川
８
区
、９
区

小
川
４
区
、５
区

小
川
１
区
、２
区

午
前
９
時
～
12
時

全
地
区
対
象

大
山
田
上
郷
、小
砂

谷
川
、大
内

久
那
瀬
、松
野

矢
又
、和
見

田
町
3
、田
町
4

室
町
、南
町
、片
根

小
川
14
区

小
川
10
区
、11
区

小
川
６
区
、７
区

小
川
３
区

午
後
１
時
～
４
時

　平成17年10月1日に馬頭町と小川町が合併し、那珂川
町が誕生して10周年を迎えます。
　町では、下記のとおり記念式典を開催します。どなた
でも入場できます。
　式典では、10周年記念「那珂川町のうた」を制作され
た工藤慎太郎さん（馬頭出身）による町のうた披露、ス
ペシャルライブが予定されています。
　皆様のご来場をお待ちしております。（第１部、第２
部とも入場無料）

日時　10 月 4 日（日）午前 9時 30 分～

場所　小川総合福祉センターあじさいホール

日程

第１部（9:30）

あいさつ
自治功労者等表彰
ふるさと大使委嘱状交付
作文発表
　「那珂川町と私の未来の姿」
町のうた披露
　「心はふるさと
　　　　～那珂川町�町うた」

第２部（11:30）

　那須小川まほろば太鼓演奏
　工藤慎太郎スペシャルライブ
　（ゲスト参加で歌おう町のうた）
　※第１部と第２部の入替えは行いません。

シンガーソングライター

工藤慎太郎さんを紹介します

1980 年　那珂川町馬頭生まれ、埼玉県川口市で育つ。

2005 年　�テレビ埼玉のオーディション番組で 10 週勝ち抜きを遂げる。

2006年　�｢シェフ/Message｣にてコロムビアミュージックエンタテイン
メント（現・日本コロンビア）よりメジャーデビュー、同曲にて第
39回日本有線大賞新人賞を受賞。

2007 年　�ユニクロカシミヤTV-CMソング「君を想う」で脚光を浴び、
着うたランキング等でヒットを記録。

2013年　�病気療養後第一弾となるミニアルバム「手」をリリース、表題曲
「手」がUSEN「週間USEN�HITインディーズ・ランキング」にて
３位ランクイン。

2014 年　�9 月ミニアルバム「君に幸あれ」リリース、代表曲「君に幸あ
れ」が㈱パン・アキモトのテーマソングに起用。那須野が原ハー
モニーホールにてリリースツアー、栃木公演開催。

現在、ライブやラジオ等を中心に活躍中。
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各
機
関
が
管
理
す
る
個
人
情
報
が
同
じ
人

の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
正
確
か
つ
ス
ム
ー
ズ

に
確
認
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
国
の
行
政
機
関
や
地
方

公
共
団
体
な
ど
に
お
い
て
、
社
会
保
障
、

税
、
災
害
対
策
の
分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

住
民
票
の
住
所
地
以
外
の
居
所
に

　

お
住
ま
い
の
方
は
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

　

10
月
５
日
以
降
、
ご
自
身
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
が
記
載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
住
民

票
に
記
載
さ
れ
た
住
所
地
に
世
帯
ご
と
に
簡

易
書
留
（
転
送
不
要
）
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
住
民
票
の
住

所
地
で
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
は
、
居
所
に
送
付
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

そ
の
際
は
、
居
所
情
報
の
登
録
申
請
が
必

要
で
す
。
申
請
が
認
め
ら
れ
た
方
は
、
登
録

し
た
住
所
（
居
所
）
に
「
通
知
カ
ー
ド
」
が

簡
易
書
留
（
転
送
不
要
）
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
と
電
子
証

明
書
（
公
的
個
人
認
証
）
の
登
録
等
が
終
了

し
、
新
た
に
、
希
望
者
に
は
「
個
人
番
号
カ

ー
ド
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
（
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
）
の
開
始
に
伴
い
、「
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
」
の
交
付
が
平
成
27
年
12
月
で
終

了
し
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
「
個
人
番
号
カ

ー
ド
」
の
交
付
が
順
次
始
ま
り
ま
す
。

【
個
人
番
号
カ
ー
ド
と

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
の
関
係
】

【
電
子
証
明
書
を
取
得
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
こ
れ
か
ら
取
得
し
た
い
方
】

　

・�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
向
け
の
電
子
証

明
書
が
発
行
で
き
る
の
は
、
平
成
27
年

12
月
22
日
（
火
）
ま
で
で
す
。
そ
れ
以

降
に
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子

証
明
書
を
発
行
す
る
場
合
は
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　

・�

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
満
了
等
に
よ

り
失
効
し
た
場
合
で
、
平
成
27
年
12
月

23
日
（
水
）
以
降
に
電
子
証
明
書
を
取

得
す
る
に
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

・�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
へ
の
電
子
証
明

書
の
発
行
（
更
新
）
を
ご
希
望
の
場
合

は
、
ご
自
身
の
電
子
証
明
書
の
有
効
期

限
を
確
認
の
上
、
必
要
に
応
じ
て
平
成

27
年
12
月
22
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

※�「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
表
面
に
記

載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
限
は
、「
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
」の
有
効
期
限
で
す
。

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
、
電
子
証

明
書
発
行
時
に
お
渡
し
し
た
「
電
子
証

明
書
の
写
し
」
に
よ
り
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

・�

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
電
子
証
明
書
が

標
準
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
発
行
ま

で
に
か
な
り
の
日
数
を
要
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
確
定
申

告
等
の
期
限
に
間
に
合
わ
な
い
可
能
性

【
対
象
者
】

・�

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
で
住
所

地
以
外
の
居
所
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

・�
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、
児
童
虐

待
等
の
被
害
者
で
住
所
地
以
外
の
居
所

に
移
動
さ
れ
て
い
る
方

・�

一
人
暮
ら
し
で
、
長
期
間
、
医
療
機
関
・

施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方

【
必
要
書
類
】

　

①
居
所
情
報
登
録
申
請
書

②
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類

　
（
運
転
免
許
証
等
）

　

③�

居
所
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
証
明
す
る

書
類　

�

（
公
共
料
金
の
領
収
書
等
）

　

④
や
む
を
得
な
い
事
情
を
証
明
す
る
書
類

　
　
（
罹
災
証
明
書
等
）

※�

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
以
下
の

書
類
も
必
要
で
す
。

⑤
代
理
人
の
代
理
権
を
証
明
す
る
書
類

　
（
委
任
状
等
）

　

⑥
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

　
　
（
運
転
免
許
証
等
）

【
登
録
方
法
】

　

上
記
の
必
要
書
類
を
住
民
票
の
あ
る
住
所

地
の
市
区
町
村
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
下

さ
い
。

【
登
録
期
間
】

　

９
月
25
日
（
金
）
ま
で

　

※
持
参
ま
た
は
必
着

・�

持
参
す
る
場
合

　

住
民
生
活
課
ま
た
は
総
合
窓
口
課
へ

　
　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

　
　

午
後
５
時
15
分

　
　
（
水
曜
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

　

・�

郵
送
の
場
合

　
　

〒
３
２
４
―
０
６
９
２　

　
　

栃
木
県
那
須
郡

　
　

那
珂
川
町
馬
頭
４
０
９
番
地

　
　

那
珂
川
町
役
場

　
　
　

通
知
カ
ー
ド
担
当
課　

宛　

※�

封
筒
の
表
面
に「
住
民
情
報
登
録
申
請

書　

在
中
」と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・�
総
務
省
・
栃
木
県
・
那
珂
川
町
等
の
各

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

・�

住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
・
総
合
窓
口

課
町
民
係
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
申
請
書
及
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
が

必
要
な
方
は
…
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
覚
え
て
お
き
た
い

　
つ
の
こ
と

　
　
　

住
所
確
認
!!

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
住
民
票
に
記
載
さ

れ
た
世
帯
ご
と
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
現

在
お
住
ま
い
の
場
所
と
住
民
票
の
住
所

が
異
な
る
場
合
に
は
、
通
知
カ
ー
ド
を

確
実
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

　
　
　
「
通
知
カ
ー
ド
」は

　
　
　

簡
易
書
留
で
届
き
ま
す

簡
易
書
留
の
中
身
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

左
記
の
３
つ
が
入
っ
て
い
る
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知
カ
ー
ド
」

・�「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
申
請
書
と

返
信
用
封
筒

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
書
類

　

大
切
な
書
類
で
す
。間
違
え
て
捨
て

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

が
あ
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
生
活
課　

戸
籍
住
民
係　
　

☎
０
２
８
７
（
９
２
）
１
１
１
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

☎
０
５
７
０
（
２
０
）
０
１
７
８

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
Q
＆
A

Q�

通
知
カ
ー
ド
と
個
人
番
号

カ
ー
ド
は
違
う
の
？

A�

通
知
カ
ー
ド
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と

基
本
４
情
報
（
氏
名
・
住
所
・
生

年
月
日
・
性
別
）
が
書
か
れ
た
紙

製
の
カ
ー
ド
で
す
。
個
人
番
号
カ

ー
ド
は
申
請
の
あ
っ
た
方
に
交
付

さ
れ
る
Ⅰ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
つ
い
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
カ
ー
ド
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
と
基
本
４
情
報
、
顔

写
真
、
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
個
人
番
号
カ
ー

ド
は
身
分
証
明
証
や
国
税
電
子
申

告
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　

申
請
し
よ
う
！

　
　
　

個
人
番
号
カ
ー
ド

申
請
方
法
①

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請
書
に
、
署
名

ま
た
は
記
名
押
印
を
し
、
顔
写
真
を
貼

付
の
上
、
返
信
用
封
筒
に
入
れ
、
郵
便

ポ
ス
ト
へ
！

申
請
書　
　
　
　
　
　
　

顔
写
真

申
請
方
法
②

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
顔
写
真
を
撮
影

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
す
る
こ
と
も
可

能
！

　
　
　

個
人
番
号
カ
ー
ド

　
　
　

受
け
取
り

　

平
成
28
年
１
月
以
降
、本
人
が
町
の
窓

口
で
受
け
取
れ
ま
す
。受
け
取
り
の
際
、

①
大
切
に
保
管
し
て
い
た「
通
知
カ
ー
ド
」

②
申
請
後
に
届
く「
交
付
通
知
書（
は
が
き
）」

③
運
転
免
許
証
な
ど
の「
本
人
確
認
書
類
」

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※�

住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
返

却
が
必
要
で
す
。

い
よ
い
よ
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　
日
本
国
内
の
全
住
民
に
一
人
ひ
と
り
異
な
る
12
桁
の
番
号
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
が
10

月
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
住
所
へ
送
付
さ
れ

る
の
で
、
住
民
票
が
現
住
所
と
違
っ
て
い
る
場
合
は
早
急
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
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小型家電リサイクル回収のお知らせ町税務課で使用する封筒の広告主を募集します！

町で使用する一般封筒に広告を掲載しませんか？

　「第10回那珂川町福祉まつり」において、小型家電リサイクルの回収を行います。ご自宅に不要となった
小型家電がある方は、当日お持ちください。

日時　10月4日(日)　午前9時30分～12時　　会場　小川総合福祉センター　駐車場

主な回収品目

電話機、ファクシミリ、携帯電話端末、カーナビ、ETC車載ユニット、ラジオ、デジタルカメラ、ビデオテープレコー
ダ、ＤＶＤ・BDレコーダ/プレーヤ、BS/CSアンテナ、カーカラーテレビ、携帯音楽プレーヤー、ICレコーダ、補聴器、
カーラジオ、パソコン、ハードディスク、USBメモリ、メモリーカード、ゲームソフト、プリンター、キーボードユニッ
ト、パソコン用モニター、プロジェクター、電卓、電子辞書、電子式ヘルスメーター、電子式ベビースケール、電気式
温湿度計、デジタル歩数計、フィルムカメラ、電子ジャー、トースター、ミキサー、ホットプレート、ジューサー、フー
ドプロセッサー、コーヒーひき機、扇風機、サーキュレーター、送風機、電気アイロン、裁縫用電気こて、電気掃除機、
ハンドクリーナー、ヘアードライヤー、電気かみそり、電気脱毛器、電気ハサミ、電動歯ブラシ、風呂水用電気ポンプ、
電気マッサージ器、照明器具、携帯用電気ランプ（懐中電灯含む）、電子時計及び電気時計、据置型ゲーム機、携帯型ゲー
ム機、ミニ電子ゲーム等

30㎝×30㎝×50㎝以下（コンテナに入るサイズ）の大きさのものが回収の対象です。
※回収品目は町ホームページにも掲載しています。必ず個人情報を消去してからお持ちください。

問い合わせ　住民生活課生活環境係　☎0287-92-1112

　町では、行財政改革推進計画に規定されている自主財源確保のための有効資源活用の一つとして、町広報
紙等への有料広告の掲載を実施しています。今回は、平成28年４月以降に税務課で使用する納税通知書用
の封筒に掲載する広告を募集します。

１．広告の枚数及び金額

　町・県民税、固定資産税、軽自動車税及び国民健康保険税の
４種類で合計約24,000枚の納税通知書の封筒すべてに広告
が掲載されます。広告料は封筒1枚につき３円となります。
２．納税通知書の印刷枚数

①町・県民税用封筒　　（約5,000枚）
②固定資産税用封筒　　（約9,000枚）
③軽自動車税用封筒　　（約5,000枚）
④国民健康保険税用封筒（約5,000枚）
３．広告の掲載位置

　封筒裏面の町が指定する位置とし、１つの広告枠の大きさ
は縦40㎜、横140㎜とする。

４．申込方法等　

　企画財政課に備え付けの申込書に必要事項を記入し、企画
財政課広報広聴係へ応募願います。また、申込書は町ホーム
ページからもダウンロードできます。
（http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/）
５．募集期間　

9月14日（月）～30日（水）
６．デザイン等

　印刷物は、黒色または町の指定する色の一色刷りとなりま
す。広告物の版下・デザイン等の製作は申込者の負担となり
ます。申し込みの際は完全な電子データで提出願います。枠
内左上に「広告」の表示（ゴシック体、文字サイズ14ポイント）
を必ず入れてください。
７．掲載の決定

　申し込みされた広告の内容を審査のうえ、掲載の可否を通
知します。公の秩序または善良な風俗に反するものなど掲載
することが妥当でないと町長が認めるものは拒否されます。
また申し込み多数の場合は抽選により決定します。
８．問い合わせ　

企画財政課広報広聴係　☎0287-92-1114
9月20日から26日は動物愛護週間です！
　犬や猫などのペットは、私たちの生活のパートナーとして心
を癒してくれます。しかし、鳴き声や悪臭などペットをめぐる
トラブルや安易に動物を捨てたり、虐待する事件もあることか
ら、ペットを飼う場合には、適切な飼い方を心がけ、家族の一員
として最後まで愛情と責任をもって飼うことを心がけましょう。

■ペットを飼う前の心構え

・最後まで責任を持って飼う。
・きちんとエサや水を与える。
・飼育環境を整える。

■ペットを飼い始めたら

・きちんとえさや水を与える。
・飼育場所とその周辺を清潔に保ち、害虫などの発生を防止する。
・散歩時やトイレのふん尿はそのままにせず、適切に処理する。
・ペットの健康管理に注意する。
・繁殖を希望しない場合は、避妊・去勢の処置をする。

■その他

・犬を飼い始めた場合は、30日以内に登録が必要です。
・�犬の所有者は、その犬に年１回狂犬病の予防注射を受けさせ
ましょう。

■問い合わせ

　住民生活課生活環境係　☎0287-92-1112

環境美化県民運動実施報告

　5月に行われた平成27年度環境美化県
民運動の報告をします。

参加団体　102団体
参加人数　4,401人
ごみ総量

スチール缶 5,376 本
アルミ缶 5,864 本
無色ビン 561 本
茶色ビン 1,470 本
その他のビン 316 本
ペットボトル 3,862 本
粗大ごみ 132 個
燃えるごみ 2,273 ㎏
燃えないごみ 468 ㎏

　皆様のご協力により、よりきれいな町
になりました。
　ありがとうございました。

問い合わせ
住民生活課生活環境係　☎0287-92-1112

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

さかえ介護タクシー
関東運輸局許可事業　関自旅二第1073号

■問合　☎０９０－２２２４－３００８
　　　　那須烏山市白久４１０　三尾谷 栄

＊要支援・要介護認定を受けている方、車イスをご利用の
方、歩行困難な方ご利用ください！

＊入退院・通院・介護施設等への送迎に、車イスのままご乗
車頂けます。付き添いの方もご一緒に！

＊福祉タクシー利用券がご利用できます！
＊ご不明な点がございましたらお電話ください！

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 
☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526 那須烏山市田野倉６６０－１ 

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役 塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

掲載位置：（表面）縦80㎜×横33㎜（縦長）…30,000円
� （裏面）縦37㎜×横90㎜（横長）…20,000円
印刷部数：10,000枚（長３封筒）　　
申し込み期限：９月30日（水）
注意事項：広告の版下・デザインは、電子データで提出。
枠内左上に「　広告　」の表示（ゴシック体、文字サイズ14ポイント）
を入れること。申込多数の場合は、抽選となります。
※町ホームページ広告についても、随時募集しておりますので、お問い合わせ下さい。
申し込み・問い合わせ：企画財政課広報広聴係　☎0287-92-1114

広
告

※
掲
載
例

広　

告

株式会社〇〇
−−−−−−−−−−−−−−−−
−−−−−−−−−−−−−−−−
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那珂川町職員の
給与・定員管理などの状況を紹介します

　那珂川町職員の給与・定員管理、勤務時間などについて公表します。
　町職員の給与・定員管理などは、地方公務員法などの規定に基づき、
町議会の議決を経て条例等で定められています。

※定年前早期退職者に対する特例措置有り（2～ 45％）
※�職の職制上の段階、職務の級等による職員の区分に
応じた調整額の加算有り

（2）退職手当の状況（H27.4.1現在）

区　分 内　容 国の制度と
の比較

自己都合退職

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

20.445月分

29.145月分

41.325月分

49.59月分

同じ

早期募集･定年退職

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

25.55625月分

34.5825月分

49.59月分

49.59月分

同じ

（3）その他の手当の状況（H27.4.1現在）

名　称 内　容

特殊勤務

手当

　著しく危険、不快、不健康又は困難な勤

務等に従事する職員に対して支給される手

当で、滞納整理事務、用地取得等交渉業務、

汚物等処理作業などがあります。

時間外勤務

手当

　正規の勤務時間外に勤務することを命ぜ

られた職員に、その勤務した時間数に応じ

て支給される手当です。

扶養手当

配偶者 月13,000円

配偶者以外の扶養親族 月6,500～11,000円

満16歳から満22歳まで
の子の加算

月5,000円

住居手当
借家・借間　

（家賃月額12,000円を
超える場合） 月額上限27,000円

通勤手当
電車・バス通勤者　
自家用車通勤者

　　　実費額
月2,000～31,600円

※職員給与、特別職給料及び報酬等が含まれています。

（1）人件費の状況（前年度普通会計決算額）	 単位：千円

住民基本台帳人口 歳出額 Ａ 実質収支 人件費 B 人件費率 
Ｂ/Ａ

H27.3.31現在
17,842 人

9,055,628 507,422 1,701,154 18.8 ％

※�教育長及び南那須地区広域行政事務組合派遣職員は含まず。

（3）一般行政職の級別職員数の状況（H27.4.1現在）	 単位：人

区分 標準的な職務 職員数 構成比

６級 課長､局長､主幹の職務 14 10.2%
５級 課長､主幹、課長補佐の職務 23 16.8%
４級 課長補佐､副主幹の職務 43 31.4%
３級 係長､主査の職務 20 14.6%
２級 主事､技師の職務 18 13.1%
１級 主事（補）､技師（補）の職務 19 13.9%

※職員手当には退職手当を含んでいません。

（2）職員給与費の状況（当年度一般会計予算額）	 単位：千円

職員数
Ａ

給　与　費 １人当たり
給与費
Ｂ/Ａ給料 職員手当 期末･勤勉

手当 計 Ｂ

204人 787,186 80,295 294,678 1,162,159 5,697

※�教育長を含み、南那須地区広域行政事務組合派遣職員は含まず。

（1）定員適正化の目標と進捗状況	 単位：人
H23

（１年目）
H24

（２年目）
H25

（３年目）
H26

（４年目）
H27

（５年目）
H28

（終年）

職員数 238 227 222 219 213 209
対前年増減 − △11 △ 5 △ 3 △ 6 △ 4

※�教育長及び南那須地区広域行政事務組合派遣職員は含まず。

（1）部門別職員数の状況（各年４月１日現在）	 単位：人

部　門
職　員　数

対前年増減数
平成26年 平成27年

一　般　行　政 150 148 △ 2
特　別　行　政 44 44 　0
公営企業等会計 24 24 　0

合　計 218 216 △ 2

（2）部門別職員数の推移状況（各年4.1現在）	 単位：人

区　分
部　門

職 員 数（ 人 ） 対 前 年 増 減 数（ 人 ）
平成25年 平成26年 平成27年 平成25年 平成26年 平成27年

福祉関係除く

一般行政

議 　 会 3 3 3 0 0 0
総 　 務 39 40 40 △ 2 1 0
税 　 務 12 12 11 0 0 △ 1
農 　 水 17 18 17 0 1 △ 1
商 　 工 6 6 6 0 0 0
土 　 木 10 10 11 0 0 1
小 　 計 87 89 88 △ 2 2 △ 1

福祉関係
民 　 生 50 49 48 △ 2 △ 1 △ 1
衛 　 生 14 12 12 0 △ 2 0
小 　 計 64 61 60 △ 2 △ 3 △ 1

一般行政計 151 150 148 △ 4 △ 1 △ 2

特別行政
教 　 育 45 44 44 △ 1 △ 1 0
小 　 計 45 44 44 △ 1 △ 1 0

公営企業等

水 　 道 7 7 7 0 0 0
下 水 道 4 4 4 0 0 0
そ の 他 14 13 13 0 △ 1 0
小 　 計 25 24 24 0 △ 1 0

総　合　計 221 218 216 △ 5 △ 3 △ 2

※�教育長及び南那須地区広域行政事務組合派遣職員は含まず。

（2）年齢別職員構成の状況（H27.4.1現在）	 単位：人

18～
23歳

24～
27歳

28～
31歳

32～
35歳

36～
39歳

40～
43歳

職員数 11 26 21 15 18 26
44～
47歳

48～
51歳

52～
55歳

56～
59歳

60歳
以上

合計

職員数 12 14 35 35 3 216

※�教育長及び南那須地区広域行政事務組合派遣職員は含まず。

（3）職員の平均給料月額の状況（H27.4.1現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職 42.3歳 310,656円
技能労務職 56.3歳 299,675円

（4）初任給の状況（H27.4.1現在）

区　分 初任給 ２年後の給料

一般行政職
大学卒 163,600円 179,300円
高校卒 142,100円 150,500円

技能労務職 高校卒 139,500円 147,800円

（5）経験年数･学歴別平均給料月額の状況（H27.4.1現在）

区　分 経験年数10～14年 経験年数15～19年 経験年数20～24年

一般行政
大学卒 261,767円 314,042円 356,025円
高校卒           −           − 336,830円

技能労務職 高校卒           −           −           −

（1）期末・勤勉手当の状況（H27.4.1現在）

区分 内容 国の制度との比較

期末手当 2.60月分 同じ
勤勉手当 1.50月分 同じ

１．職員数の状況

2．定員管理の状況

３．職員の給与の状況

４．職員の手当の状況

５．職員の勤務時間その他の勤務条件

（1）勤務の状況

１週間の勤務時間 38時間45分

１日の勤務時間 ７時間45分

執務時間 8:30～17:15

休憩時間 12:00～13:00

◆給与抑制措置としての減額
　那珂川町では、給与抑制措置として、次のとおり減額支給して
います。

　①特別職給料　5％削減　（町長 10％）
　②特別職期末手当　5％削減　（町長 10％）

※職制上の段階、職務の級等による加算措置有り
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で
の
小
砂
焼
体
験
、
高
瀬
観
光

や
な
で
や
な
漁
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

那
珂
川
町
の
自
然
や
魅
力
を
満
喫
し
、
都

会
で
は
味
わ
え
な
い
体
験
に
、
参
加
し
た

方
々
は
大
変
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支

援
交
付
金
事
業
の
一
環
で
、
20
％
の
プ
レ
ミ

ア
ム
が
付
い
た
商
品
券
が
、
８
月
１
日
か
ら

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
共
生
館

で
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
売
初
日
に
は
午
前
７
時
前
か
ら
列
が

で
き
は
じ
め
、発
売
開
始
の
午
前
９
時
に
は
、

３
０
０
人
を
超
え
る
方
が
会
場
を
訪
れ
、商

品
券
を
買
い
求
め
ま
し
た
。商
品
券
を
購
入

し
た
方
は
、「
毎
日
温
泉
に
入
る
の
で
、温
泉

入
浴
に
使
い
た
い
」「
車
の
車
検
時
に
使
い
た

い
」な
ど
と
使
い
み
ち
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
商
品
券
は
８
月
５
日
完
売
い
た
し

ま
し
た
。

　

小
泉
涼
太
君
（
小
川
中
２
年
）
が
７
月
28

日
か
ら
30
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
第
68
回
栃

木
県
総
合
体
育
大
会
卓
球
大
会
に
お
い
て
、

シ
ン
グ
ル
ス
で
準
優
勝
し
栃
木
県
の
代
表
と

し
て
、
第
43
回
関
東
中
学
校
卓
球
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

２
年
連
続
の
関
東
大
会
出
場
で
、「
今
年

は
ベ
ス
ト
16
に
な
り
全
国
大
会
へ
」
と
意
気

込
み
を
話
し
、
練
習
に
励
み
大
会
に
臨
み
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
２
回
戦
で
敗
退
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。　
　
　
　

　
「
試
合
を
し
て
い
る
時
が
楽
し
い
」
と
い

う
小
泉
君
で
す
が
、
来
年
は
中
学
校
最
後
の

大
会
と
な
る
の
で
、
ぜ
ひ
全
国
大
会
出
場
を

め
ざ
し
練
習
に
励
ん
で
下
さ
い
。

　

神
奈
川
県
の
高
校
生
が
当
町
を
訪
れ
、
馬

頭
高
校
生
の
生
徒
と
交
流
を
し
な
が
ら
自
然

を
学
ぶ
「
都
市
と
里
山
と
の
交
流
・
体
験

２
０
１
５
」
が
８
月
10
日
か
ら
12
日
の
２
泊

３
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、「“
最
も
”を“
よ
り
”美
し

い
村
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
小

砂
地
区
棚
田
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
む
ら
の
な
い
よ
う
に
ペ
ン
キ

を
塗
る
こ
と
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
お

互
い
に
協
力
し
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
最

も
美
し
い
村
の
景
観
に
合
う
茶
色
の
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
が
完
成
し
た
後
は
、
全
員
で
記
念
撮

影
を
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
宇
都
宮
大
学
と
連
携
し
、
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
産
学
官

連
携
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
応
募
事
業
者

の
「
い
さ
み
館
」
の
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
８
月
７
日
に
小
川
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
教
育
学
部
美

術
教
育
専
攻
の
学
生
10
名
の
作
品
が
発
表
さ

れ
、デ
ザ
イ
ン
選
考
委
員
会
の
審
査
に
よ
り
、

浅
尾
珠
里
さ
ん
（
３
年
生
）
の
作
品
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

　

ち
ょ
っ
と
休
み
た
い
と
き
に
思
い
出
す
よ

う
な
安
心
感
、
若
い
世
代
に
も
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら
え
る
デ
ザ
イ
ン
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
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鮎
と
マ
ス
の
つ
か
み
ど
り
・
花
火

と
ち
ぎ
子
ど
も
の
未
来
創
造
大
学

「
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
」

帝
京
大
学

学
官
連
携
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
作
成

６
次
産
業
化
の
実
践
に
向
け
た

講
習
会
開
催

　

那
珂
川
町
観
光
協
会
主
催
で
お
盆
の
恒
例

行
事
と
な
っ
た
、
鮎
と
マ
ス
の
つ
か
み
ど
り

が
８
月
15
日
に
小
川
地
区
那
珂
川
河
川
敷
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
町
内
外
か
ら
た
く

さ
ん
の
方
が
参
加
し
、
会
場
は
多
く
の
人
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
那
珂
川
町
夢
ま
つ
り
実
行
委
員

会
主
催
の
花
火
大
会
が
小
川
地
区
那
珂
川
河

川
敷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
雨
が
降
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
夜
空
に
は
美
し
い
大
輪
の
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
「
本
物
」
に
触
れ
る
学
び
や
栃
木
県
で
活

躍
し
て
い
る
専
門
家
の
授
業
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
「
と
ち
ぎ
子
ど
も
の
未
来
創
造
大

学
」
が
８
月
19
日
に
小
川
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
富
士
重
工
㈱
航
空
宇
宙
カ
ン
パ

ニ
ー
の
方
を
講
師
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
に

つ
い
て
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。講
座
で
は
、

二
酸
化
炭
素
を
多
く
含
む
フ
ラ
ス
コ
と
そ
う

で
な
い
も
の
の
２
つ
の
フ
ラ
ス
コ
を
同
時
に

加
熱
し
、
温
度
差
を
比
較
す
る
実
験
が
行
わ

れ
、
温
暖
化
の
仕
組
み
や
原
因
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、

メ
モ
を
と
っ
た
り
、
積
極
的
に
手
を
挙
げ
て

発
言
し
て
い
ま
し
た
。

　

帝
京
大
学
経
済
学
部
地
域
経
済
学
科
の
学

生
が
町
内
を
訪
れ
、
町
の
地
域
資
源
や
魅
力

を
取
材
し
、
ビ
デ
オ
に
収
録
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
平
成
25
年
に
同
大
と
町
が

結
ん
だ
「
地
域
振
興
の
調
査
研
究
に
関
す

る
相
互
協
力
協
定
」
の
一
環
で
行
う
も
の

で
、
学
生
た
ち
は
観
光
資
源
の
豊
か
な
那
珂

川
町
で
な
ぜ
過
疎
が
進
む
の
か
を
調
査
研
究

す
る
た
め
に
、
絵
本
チ
ー
ム
・
那
珂
川
チ
ー

ム
・
エ
コ
ツ
ア
ー
チ
ー
ム
の
３
班
に
分
か
れ
、

テ
ー
マ
別
に
地
域
の
キ
ー
マ
ン
に
取
材
し
ま

し
た
。

　

完
成
し
た
ビ
デ
オ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

町
内
の
様
々
な
農
産
物
等
の
地
域
資
源
を

よ
り
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
の
１

つ
と
し
て
、
６
次
産
業
化
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
習
会
が
８
月
22
日
に
商
工
会
館
で
行
わ

れ
、
約
20
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

６
次
産
業
化
と
は
、
農
林
漁
業
者
が
、
生

産
だ
け
で
な
く
、
食
品
加
工
・
流
通
・
販
売

に
も
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

　

講
習
会
で
は
、
講
師
で
あ
る
栃
木
６
次
産

業
化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
６
次
産
業
化
総
括

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

小
林　

益
弘
さ
ん
か
ら
、

６
次
産
業
化
に
対
す
る
考
え
方
の
基
本
や
事

例
紹
介
、
実
践
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
ま
し
た
。
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那珂川町合併10周年記念　
第34回ゆりがねマラソン大会参加者募集

日時　　11月15日（日）�荒天中止
　　　　午前8時15分� 受付
　　　　午前9時40分� 順次スタート
コース　　
馬頭小学校を発着点とした健武地区周回コース
種目　2.4kmコース…①親子ペア（小学生4年以下）
� ②小学生（5･6年）男子
� ③小学生（5･6年）女子
� 3.9kmコース…�④中学生男子
� ⑤中学生女子
� ⑥一般男女（ジョギングコース）
� 5.3kmコース…�⑦中学生男子
� ⑧一般男子（高校生以上）
� ⑨一般女子（高校生以上）
� 10kmコース…�⑩一般男子（高校生以上）
� ⑪一般女子（高校生以上）

参加資格　健康診断等により、身体に異常のない
者で、完走できる者

表彰　各種目の上位入賞者には賞状・メダルのほ
か素敵な賞品が贈られます。（⑥一般男女（ジョギ
ングコース）は除く）

参加費
親子ペア…2,500円（子が一人増につき500円加算）
一般…2,500円　高校生…1,500円　中学生・小学生…500円

申し込み方法　町公共施設にある所定の申込用紙
に必要事項を記入し、参加料を添えて郵便振込に
て申し込むか、生涯学習課へ持参してください。

申し込み締め切り　9月30日（水）必着

問い合わせ・申し込み　
生涯学習課　☎0287-96-2116

ゲストランナー

大島　めぐみ　選手　

～大島選手の主な出場大会～
1999年　世界陸上セビリア大会5000m
2000年　シドニーオリンピック5000m
2003年　世界陸上パリ大会10000m
2004年　アテネオリンピック10000m
2005年　世界陸上ヘルシンキ大会女子マラソン

マラソン終了後に大島選手の特別教室を開催予定しています。

バイオマス・再生可能エネルギー活用施設と
地域資源活用施設の見学ツアーのお知らせ

日時� 11月7日（土）及び8日（日）
� 午前10時～午後3時予定
集合場所� 那珂川町役場　小川庁舎
�
7日（土）　
小川庁舎駐車場⇒バイオマス堆肥化施設
⇒元気フェスタ会場（昼食）⇒
木質バイオマス発電所・余熱利用施設・
木の駅プロジェクト⇒小川庁舎駐車場

8日（日）　
小川庁舎駐車場⇒温泉とらふぐ養殖場⇒
元気フェスタ会場（昼食）⇒那須南エコファーム太陽
光発電所⇒木質ボイラーうなぎ養殖場⇒
小川庁舎駐車場

参加費用� �1,500円（元気フェスタ会場で使える食事
券1,000円プレゼント）

募集人数� 各日とも先着25名（要予約）
募集期間� 10月16日（金）まで
申し込み・問い合わせ　環境総合推進室　☎0287-92-1110

ホームステイウィークエンド
in那珂川2015秋
ホストファミリーを募集します

～外国人ゲストを泊めてくれるご家庭～
　県内外在住の外国人（大学の留学生や学校の外
国語指導者等）の方々と1泊2日、一緒に過ごして
みませんか？

ホームステイ期間　

10月10日（土）～11日（日）

稲刈り体験　

10月10日（土）
午前10時～午後1時30分
※日程については変更になる場合があります

申し込み締め切り　9月25日（金）

問い合わせ・申し込み��生涯学習課　☎0287-96-2116

E-mail：sgaku@town.tochigi-nakagawa.lg.jp
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きらきらベビークラス

　10月は産後のヨガを行います。出産、授乳、
抱っこなどで起こる骨盤の歪みや背中の痛み・
肩こりを解消しませんか。ママがヨガに集中で
きるよう、赤ちゃんはスタッフでお預かりとな
ります。お友達を誘ってぜひご参加ください。

日　時：10月  5日（月）午前10時〜11時30分
　　　　※今回は月曜日の実施です。
場　所：健康管理センター
内　容：産後のヨガ
講　師：飯塚弘美ヨガインストラクター　
持ち物：バスタオル

健康管理センターからのお知らせ

※事前の申し込みが必要です。たくさんの方の参加をお待ちしています。
問い合わせ・参加の申し込み：健康管理センター  ☎ 0287－92－118８

☆親子木工教室☆
9月16日（水）10:30～11:30
　木の香りを感じながら、親子で温もりのある作
品を作りましょう。
講師　廣田光伸さん　先着　15組　
申し込み　9月11日(金)まで　

☆秋の散歩に行こう☆
9月30日（水）10:30～11:30
　秋の自然に触れたり、体を動かしてお子さんと
一緒に散歩を楽しみましょう。
申し込み　9月25日(金)まで
持ち物　飲み物、おやつ、レジャーシート

☆ミニミニ運動会☆
10月  7日（水）10:30～11:30　
　みんなで運動会を楽しみましょう。お誘い合わ
せの上ご参加ください。　
申し込み  10月２日(金)まで
先着  30名(お子さんの人数)　　
場所  すこやか共生館（芝生スペース）
  雨天時（わかあゆ保育園遊戯室）
持ち物  飲み物、ベビーカー、おんぶ紐
服装   動きやすい服装・帽子・履きなれた靴・

雨天時の場合は室内用シューズ

☆子育て相談☆
10月14日（水）　10:00～12:00
　子育ての中で、不安になる事がありませんか？
気軽に遊びにきてください。　　　　
講師　大喜正昭先生　　先着　5組
申し込み　10月9日(金)まで　　　

子育て支援センター わかあゆわかあゆ ☎0287－96－5223

☆みんなで遊ぼう☆
みんなで一緒に子育てを楽しみましょう。

開始時刻10:30～
  9月18日（金）　2歳児集まれ！！
  9月25日（金）　3歳児集まれ！！
10月  2日（金）　0歳児集まれ！！
10月  9日（金）　1歳児集まれ！！

☆身長・体重測定計があります☆

9月14日（月）～9月18日（金）

センターは、0歳から
就学前のお子さんとご家族の方が

一緒に遊べる場所です。親子のふれあい、
交流の場、育児相談、情報交換の場として

気軽にご利用ください。
利用時間　月曜日～金曜日

9:00～17:00

～親子の絆づくりプログラム～
はじめての“赤ちゃんがきた！”開催のお知らせ
　初めての子育ての楽しさ、大変さ、不思議さ
を同じく初めての子育てをしている人たちと共
有しませんか？
対象：初めて赤ちゃんを育てているお母さんとそのお子さん
　　　（第1回開催時に２か月〜５か月にあるお子さん）
日程：全4回
第1回　10月15日（木） 新しい出会い
第2回　10月22日（木） 赤ちゃんのいる生活
第3回　10月29日（木） 赤ちゃんとの接し方
第4回　11月  5日（木） 親になること
時間：午前10時〜12時　　定員：先着10組
場所：健康管理センター

　健康管理センターでは、健康づくりや生活習
慣病予防の一つとして、集団検診を実施してい
ます。健診は、病気やその原因を早期に発見し、
治療へと結びつけるだけでなく、自分自身の生
活について見直す大変良い機会です。
●対象者とは？
　町民であれば受けられますが、健診の種類に
よって、年齢や料金などが異なりますので下の
表をご確認ください。
● 集団検診は、総合健診とレディース健診があ
ります。

種類と料金 総合健診 レディース健診

基本健診
（無料）

20～39歳の方
40歳以上の国保加入者本人と
社会保険扶養の方

胃がん
（1,000円） 20歳以上の方

肺がん
（300円） 20歳以上の方

大腸がん
（400円） 20歳以上の方

前立腺がん
（400円）

50歳以上
の男性

子宮がん
（1,000円） 20歳以上の女性

乳がん （500円）
   〃 （1,200円）

20～40歳未満の女性
40歳以上の女性

骨粗しょう症
（500円）

20歳以上70歳まで
の５歳刻みの女性

肝炎ウイルス
‐B及びC型　

（600円）

40歳以上で過去に受診したこ
とのない方

がん検診無料の方は次の方です↓

●子宮がん……… 20歳（H6.4.2〜H7.4.1生）

●乳がん　……… 40歳（S49.4.2〜S50.4.1生)

●大腸がん……… 40歳（S49.4.2〜S50.4.1生）

  45歳（S44.4.2〜S45.4.1生）

  50歳（S39.4.2〜S40.4.1生）

  55歳（S34.4.2〜S35.4.1生）

  60歳（S29.4.2〜S30.4.1生）

このコーナーでは、健康福祉課で行っている事業についてご紹介します。

血液検査

胃がん・肺がん・子宮がん・乳がん検診はバスの中で行います

●健診結果を含めての健診です！

　健診を受けただけで、安心していませんか？
　健診結果は総合健診が約4〜5週間後、レ
ディース健診は約5〜6週間後にでます。
　健診は受けてからが大切です。
　食生活や運動方法について一緒に考えていき
ましょう。
●健診結果について

・保健指導の必要のない方→郵送します
・  保健指導が必要な方（腹囲・血糖・血圧・脂
質・喫煙など基準を超えた方）
　→ハガキで日程をお知らせし、個別に手渡し
　　いたします。

栄養相談
　本人・ご家族のご相談を受けます。
　高血圧・高コレステロール血症・高血糖
などお困りの方はご連絡ください。

●まだ健診を受けていない方、今からでも間に合います。

　健康管理センター☎0287-92-1188まで、
電話でお申し込みください。
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たのしい絵本と紙しばいの会　　 　　  
・  9月17日（木）午前10時30分～
・10月  1日（木）午前10時30分～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご参加ください。

婦人ボランティアのおはなし会　　　　 
・10月10日（土）午後２時～
・場所　馬頭図書館　児童室
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
絵本や紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は、「ハロウィン飾り」を作ります。

読書会　　   　　　　　　　　　　　 
・10月14日（水）午後1時30分～
・場所　小川図書館 和室
・ テキスト  「虹の岬の喫茶店」 森沢 明夫／著
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

9月24日から10月1日は
「環境衛生週間」です
　買い物の際のふろしきやマイバッグの利用、正し
いごみの分別や3Ｒ運動など、住みよい生活環境づ
くりのため、ご協力をお願いします。
問い合わせ　住民生活課　☎0287-92-1112

教養講座「もういちど読む古典」　　   
・ みんなが知っている古典を、あらたな視点で楽しん
でみませんか。お好きな講座から選んでお申込みく
ださい。（講座の複数受講できます。）
・９月26日 （土） 午前10時～「闇の物語」
・10月18日 （日） 午前10時～「古典の中の子どもたち」
・11月28日 （土） 午前10時～「下野の国の歌枕」
・場所　小川図書館　和室
・講師　若杉俊明先生
　　　（県総合教育センター研究調査部長）
・募集人数　各講座12名
・参加費　　無料
・申し込み 　馬頭図書館・小川図書館のカウンターで

　お申込みください。

高校生ボランティアのおはなし会　　　 
・９月20日（日）午後２時～
・場所　馬頭図書館 児童室　
　馬高ボランティア部の方たちが、たのしい紙しばい
や絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、おりがみとビニールで「てるてる
ぼうず」を作ります。

ＪＶＣのおはなし会　　　　　　　　　
・９月26日（土）午前10時30分～
・場所 小川図書館 絵本コーナー
　ジュニアボランティアズクラブの方たちが、たのし
い紙しばいや絵本を読んでくれます。 
　おはなしの後は、シャボン玉で遊びましょう。

小川おはなし会　　　　　　　　　　  
・10月３日（土）午前10時30分～
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが絵本を読ん
でくれます。
　おはなしの後は、ラップのしんで「マイマイク」を
作ります。

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９２－５０１５

馬頭図書館　9月19日～10月17日のお休み
日 月 火 水 木 金 土

19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９6－２３３５

小川図書館　9月19日～10月17日のお休み
日 月 火 水 木 金 土

19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

図書館コーナー
ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

小川図書館 馬頭図書館
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お知らせ お知らせ

市民交流センター
定員　18名（事前予約制）
対象者　那珂川町、大田原市、那須塩
原市、那須町、矢祭町、大子町の住民
内容　栃木県弁護士会に所属する
弁護士（2名）が相談に応じます。
※相談時間は、1人20分
申し込み　10月1日（木）から相談日前
日までに、下記まで電話にてご予約くだ
さい。定員になり次第、受付は終了します。
問い合わせ　大田原市総合政策部
総務課総務法規係☎0287-23-1111

日時　
①10月1日（木）午後1時～4時
②10月22日（木）午後1時～4時
会場　とちぎリハビリテーションセンター
　　　1階　相談室
対象疾患　
①内分泌系疾患、②消化器系疾患
担当医師　
①自治医科大学附属病院　
　内分泌代謝科　齋藤奈緒子 医師
②自治医科大学附属病院　
　消化器内科　村山梢 医師
申し込み・問い合わせ　
とちぎ難病相談支援センター

（月～金　午前10時～12時、午後1時～4時）
☎028-623-6113

●運動会（事前申し込み要）
日時　9月19日（土）
　　　午前9時30分～午後2時
●体験学習（事前申し込み要）
日時　幼稚部…11月19日（木）
　　　小学部…10月 2日（金）
　　　中等部… 9月30日（水）
　　　高等部…10月 1日（木）
※いずれも午前9時30分～12時
対象　視覚に障害のある幼児児童と
その保護者の方々、視覚に障害のあ
る成人の方
申し込み・問い合わせ　
栃木県立盲学校　☎028-652-2331

　身体障害者手帳を取得するにはど
うしたらよいか、自分に合った補装
具を知りたい等でお困りの方の保健・
福祉相談です。（要予約）
日時　10月7日（水）午後2時～4時
場所　健康管理センター
定員　3～4名　　相談料　無料
申し込み期限　9月28日（月）
申し込み・問い合わせ
健康福祉課　☎0287-92-1119

 

　10月4日（日）に行われる福祉まつり
において「特設行政相談会」を開催しま
す。行政への苦情や意見・要望等があり
ましたら、行政相談委員が対応します。
日時　10月4日（日）午前9時～正午
場所　小川総合福祉センター内　
　　　相談コーナー
問い合わせ  総務課  ☎0287-92-1111

対象者　保育士有資格者で、現在保
育現場に就労しておらず、保育の職
場への就職を希望している方または
関心のある方
研修日時
10月6日（火）、11月18日（水）
いずれも午前10時～午後3時
会場　とちぎ福祉プラザ
　　　3階　福祉研修室
定員　各20名程度　参加費　無料
託児　6か月から就学前の幼児が対
象です。事前にお申込みください。
申し込み・問い合わせ　社会福祉法
人栃木県社会福祉協議会福祉人材・
研修センター　☎028-643-3300

日時　10月8日（木） 
　　　午後1時30分～4時30分
会場　トコトコ大田原3階 

日時　
10月15日（木）午後1時～7時、
	 16日（金）午後1時～7時、
	 17日（土）午前11時～午後5時
場所　福田屋百貨店　宇都宮店　
	 ３階大催事会場前特設会場
対応者　栃木県労働委員会の委員
　　　　（弁護士等）
相談内容　労使関係のトラブル
その他　
費用無料、予約者優先（当日参加も
可）、相談時間１時間以内（目安）
予約・問い合わせ　
栃木県労働委員会事務局　
☎028-623-3337

募集人員　40名（推薦・社会人合わ
せて募集定員の４割程度）
修業年限　3年（全日制）
願書受付期間　
9月7日（月）～9月18日（金）
試験日　9月26日（土）
試験会場　国際医療福祉大学塩谷看
護専門学校（塩谷病院敷地内）
※	受験資格、応募方法、試験科目等の
詳細につきましては下記までお問
い合わせください。

問い合わせ　
国際医療福祉大学塩谷看護専門学校
事務部　☎0287-44-2322

日程　
①65歳以上の方…
　10月20日(火)　午後1時30分～
②20歳～64歳の方…
　10月20日(火)　午後6時30分
会場　総合体育館
定員　18名(事前予約制)
申し込み　10月9日(金)までに電話
またはFAXで下記へお申し込みく
ださい。
問い合わせ　生涯学習課　
☎0287-96-2116		FAX0287-96-4545

		

　企業・団体にお勤めの方、自営業者
の方を対象に次の講座を実施します。

実施コース名
ガス溶接技能講習②

ホテルサービス英会話

データベースソフトの活用
（Access編）

研削砥石取り替え業務特別教育②

第1種電気工事士技能試験準備講習

プレゼンテーションソフトの活用
（Power	Point編）

アーク溶接特別教育②

　日程、募集締切日、受講料等につい
ては、下記までお問い合わせください。
申し込み・問い合わせ　
県北産業技術専門校　☎0287-64-4000
　施設の管理運営を行なう指定管理

者を募集します。詳しくは、町ホー
ムページをご覧ください。
指定管理期間　
平成28年4月1日から3年間
申し込み・問い合わせ
商工観光課　☎0287-92-1116

●第４回　なす風土記講座
内容　「那須の古代文化と地名」
日時　9月20日（日）午後1時30分～
　　　※受付は1時より行います。
場所　当館講堂　　
参加費　無料
講師　眞保　昌弘（当館主任学芸員）
　　　久保田　亜美（当館学芸員）
●那珂川町合併10周年記念事業　
第23回特別展　那須の歴史をひも
とくⅠ「那須官衙の時代‐律令期地域
社会の移り変わり‐」
期間　
9月19日（土）～11月23日（月・祝日）
場所　第一会場：湯津上館　
　　　第二会場：那珂川館
開館時間　午後9時30分～午後5時
　　　　　（入館は4時30分まで）　
休館日　月曜日（祝日の場合は開館）
●学芸員による展示解説
期日　9月19日（土）　参加費　無料
時間　午後1時30分～
開催場所　
大田原市なす風土記の丘湯津上資料館
定員　20名（予約不要）
●記念シンポジウム
期日　10月17日（土）午前9時30分～
場所　小川総合福祉センター
　　　あじさいホール
講師　
佐藤　信氏（東京大学大学院教授）
前澤　和之氏（跡見学園女子大学非
常勤講師）
津野　仁氏（（公財）とちぎ未来づく
り財団埋蔵文化財センター）
眞保　昌弘（那珂川町教育委員会）
定員　300名
●史跡見学会
期日　10月3日（土）午前8時30分～
行先　福島県いわき市方面
定員　30名（要予約）　
参加費　実費負担
申し込み・問い合わせ
なす風土記の丘資料館　　
☎0287-96-3366　FAX 0287-96-3340

身体障害者巡回相談
が実施されます

栃木県労働委員会による
労働相談会のお知らせ

平成27年度新体力テスト調査
参加者募集のお知らせ

国際医療福祉大学塩谷看護
専門学校看護学生募集

(推薦・社会人入試)のお知らせ

那珂川町青少年旅行村
「グリーンヒル」施設

指定管理者募集のお知らせ

なす風土記の丘資料館
からのお知らせ

とちぎ難病相談支援センター
医療相談（予約制）のお知らせ

栃木県立盲学校運動会・
体験学習のご案内

「保育のお仕事 復帰講座」
開催のお知らせ

八溝山周辺地域定住自立圏の
広域無料法律相談のお知らせ

特設行政相談会
開催のお知らせ

★ケーブルテレビ企画番組

時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
6:00

文字放送
6:30
7 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
7:30 文字放送
8:00

アグリネット
8:30
9 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
9 :30 文字放送
10:00

栃木県提供番組
10:30
11:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
11:30

文字放送
12:00
12:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
13:00

企画番組・文字放送
13:30
14:00

文字放送
14:30
15:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
15:30

文字放送
16:00
16:30
17:00
17:30 サイエンスバトル
18:00 THE MAKING
18:30

企画番組・文字放送
19:00
19:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
20:00

栃木県提供番組
20:30
21:00 サイエンスフロンティア21
21:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
22:00

企画番組・文字放送
22:30
23:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
23:30

文字放送0:00
0 :30
1 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ

朝まで 文字放送

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

【お知らせ】
都合により予告なく番組を変更

することがあります。
EPG での確認をお願いします。

日　付 番　組　名

9/14～9/20 リクエストアワー

9/21～9/27 都市と里山との
交流・体験2015

9/28～10/4 みんなで子育て
わんぱく広場

10/5～10/11 6次産業化の実践に
向けた講習会

10/12～10/18 ハロー元気っこ

県北産業技術専門校　
在職者訓練(技能向上コース)　

受講者募集のお知らせ
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9月1日現在の人口
（住民基本台帳）

	　男　	 8,944 人（		－9）
	　女　	 8,770 人（－10）
	　計　17,714 人（－19）
	世帯数		6,112					（		－2）
（　）内は前月との比較
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こ
し
協
力

隊
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稲
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で
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今
回
は
私

の
仕
事
と
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
お
話

を
し
ま
す
。

　

私
は
主
に
小
砂
地
区
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
小
砂
地
区
の
方
々
は

と
て
も
親
切
で
、
初
め
て
私
が
小

砂
に
訪
れ
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時
か
ら
家
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よ
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に
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く
れ
ま
し
た
。

　

那
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川
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暮
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入
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感
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。
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に
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し
た
。

　

私
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に
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も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　正社員雇用は「人材確保のしやす
さ」と「定着の良さ」が最大のメリッ
トです。
　長期にわたる安定した雇用の下で、
人材が有する能力を十分に発揮する
ことが期待できます。採用後、長期
視点に立って、人材の指導・育成を
計画的に実施できます。
　より良い人材確保のために正社員
の雇用を考えてみませんか？
問い合わせ　ハローワーク那須烏山
☎0287-82-2213
（平日午前8時30分～午後5時15分）

　平成28年4月1日付南那須地区広
域行政事務組合職員採用試験を次の
とおり行います。
採用職種　消防職　　　　
採用予定人数　5名
受験資格　
平成3年4月2日から平成10年4月1
日までに生まれた人　等
＜第１次試験＞
試験日　11月15日(日)
場所　那須烏山消防署
内容　教養試験、適性検査
＜第2次試験＞
試験日　11月30日(月)
場所　那須烏山消防署　他
内容　体力測定、面接試験

受付期間　10月13日（火）～30日（金）
平日午前8時30分～午後5時
※郵送の場合30日必着
申込用紙請求方法
・事務局総務課・消防本部で配布
・	南那須地区広域行政事務組合ホー
ムページからダウンロード
・	郵送請求の場合は封筒の表に「採
用試験申込用紙請求」と朱書きし、
120円切手を貼った宛先明記の返
信用の封筒（角形2号	A4サイズ）
を同封のうえ、下記へ送付

申し込み・問い合わせ
南那須地区広域行政事務組合　総務
課　総務係	〒321-0602	那須烏山
市大桶872	☎0287-83-0021

日時　10月18日（日）午前10時～午後3時
場所　みぶハイウェーパーク
内容　地産地消の大切さやとちぎの
農産物のすばらしさ、農業青年(4Hク
ラブ)の活動を広くPRします。
問い合わせ　栃木県農政部経営技術
課技術指導班　☎028-623-2317

第2回「ステンドグラスワーク」
開催日時　10月24日（土）　
　　　　　午後1時30分～3時
参加費　500円（材料費相当）
定員　10名（先着順）
場所　馬頭広重美術館	視聴覚研修室
講師　ノンフェール・くらねえ
　　　（相馬心平先生ほか）
申し込み・問い合わせ
馬頭広重美術館　☎0287-92-1199

	

　水道メーターは、計量法により使
用有効期間が8年と定められていま
す。有効期間が満了するお宅へ、水
道メーター交換のために町から業務
を委託された水道工事店が、9月25
日までに交換にお伺いしますので、
ご協力をお願いします。
問い合わせ　
上下水道課　☎0287-92-2002

区分 住宅名 戸数 間取り
入居時
家賃

（円）

町営 大宝地
住宅 1戸 3K

22,600

～

33,600

町営 薬利
住宅 1戸 2K

4,900

～

7,300
※	町営住宅家賃は所得に応じて、
決定します。

募集期間
9月10日（木）～9月30日（水）
その他　申込方法、入居資格等の詳
細は、下記へお問い合わせください。
問い合わせ　
建設課管理係　☎0287-92-1118

事業者の皆様へお知らせ 町営住宅
入居者募集のお知らせ

フレッシャーズファーマーズ
マルシェ2015開催のお知らせ

水道メーター
交換訪問のお知らせ

馬頭広重美術館
ワークショップのご案内

南那須地区広域行政事務組合職員採用試験案内　

新
米
、
お
月
見
、
田
舎
家
で
。

＊�

米
の
器
展
～
新
米
と
お
月
見
を

楽
し
む
た
め
の
器
・
そ
の
他
～

＊
秋
の
実
り
と
味
覚
を
ど
う
ぞ

　

期
間
：
９
月
19
日
～
23
日

　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

　

会
場
：
小
砂
郵
便
局
横　

民
家

お
く
や
み

��
（
氏　

名
）���

（
年
齢
）�����

（
住
所
）

磯
田　

初
子　
（
88
）　　

馬　

頭

飯
山　

葊
美　
（
64
）　　

馬　

頭

深
澤　

實　
　
（
80
）　　

健　

武

佐
藤　

福
壽　
（
89
）　　

健　

武

松
本　

賢
次　
（
63
）　　

松　

野

鈴
木　

健
一　
（
87
）　　

富　

山

益
子
貴
美
枝　
（
83
）
大
山
田
下
郷

加
藤　

タ
キ　
（
88
）
大
山
田
上
郷

笹
沼　

一
己　
（
86
）　　

小　

砂

岸　
　

喜
一　
（
62
）　　

小　

砂

笹
沼
善
一
郎　
（
89
）　　

小　

砂

長
谷
川
吉
男　
（
71
）　　

小　

川

郡
司　

キ
ミ　
（
91
）　　

東
戸
田

髙
梨　

初
見　
（
90
）　　

三　

輪

藤
澤
ク
ワ
ウ　
（
89
）　　

三　

輪

佐
藤　

久
鬼　
（
94
）　　

芳　

井

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　

7
月
21
日
～
8
月
20
日

　

受
付
分　
　
　

敬
称
略
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第 回120

平成26年度 那珂川町観光写真コンテスト受賞作品

最優秀賞「秋の農作業」撮影者：釜井 三木さん（宇都宮市） 優秀賞「裏通りの彼岸花」撮影者：阿部 光雄さん（那須町）

【会　　期】 

前期：9月4日(金)〜10月12日(月)
後期：10月17日(土)〜11月23日(月)

【ミュージアムトーク(展示解説)】

後期　10月17日(土)　午後1時30分〜　
　　　当館学芸員

【関連講演会】

9月20日(日)午後１時30分〜　
視聴覚研修室　当館主任学芸員　長井裕子（参加無料）

【休 館 日】  月曜日・祝日の翌日

【開館時間】  午前9時30分より午後5時まで
  （但し入館は午後4時30分まで）

【入 館 料】　　
大　人  700円（630円）
高・大学生  400円（360円）
※（ ）は20名以上の団体料金。
※中学生以下は無料。
※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い1名は半額

　川岸に打たれた杭が長い
影をのばす夕暮れ時。空は
茜色に染まり、水面は夕日
に照らされてきらきらと輝
いています。

　この作品を描いたのは、「最後の浮世絵師」と呼ばれる小林
清親（1847〜1915）です。明治期に活躍した絵師で、本図は
デビューから間もない明治13年に作成されました。浮世絵、
といっても私たちが知っている広重や北斎の浮世絵とは随分
趣が違うと思われるのではないでしょうか。
　文明開化が推進された明治初期には、大きく変貌を遂げる
東京の風景を、赤や青など明るい色遣いで描いた「開化絵」
と呼ばれる浮世絵が次々と出版されました。明治９年１月
に出版された清親のデビュー作もその「開化絵」でした。
　しかし、それから７ヶ月後、清親はそれまでの浮世絵と
は異なる独特な表現の風景画を発表します。太陽光線の微
妙なうつろいや、闇夜の提灯のかすかなゆらめき、あたた
かなガス燈の光など、「光と影」の表現に注目し、洋画の陰
影法を取り入れて描いたのです。この新しい浮世絵の作品
群は「光線画」と呼ばれ、人々の注目を集めました。
　清親は明治９年から14年までの間に90余図の「東京名所
図」シリーズと呼ばれる「光線画」を作成し、人々が慣れ親し
んだ昔ながらの風景とともに、新しく変わっていく東京の
様子を描き出しました。「千ぼんくい両国橋」もその一枚で、
近代化から取り残されたような隅田川の川岸から明治８年
に架け替えられた新しい両国橋を望む風景が描かれていま
す。
　秋の展覧会では、清親の没後100年を記念し、那珂川町
馬頭広重美術館の誇る清親コレクションを一堂に展示しま
す。浮世絵界が衰亡していくなかで最後のきらめきを放っ
た浮世絵師、小林清親の美しい作品をどうぞご堪能下さい。
　

馬頭広重美術館 主任学芸員　長井裕子

「千ぼんくい両国橋」　小林清親

秋季特別展　没後１００年　小林清親展

－新しい時代の息吹と浮世絵の終焉－


